
２

月

・

両

日

、

市

24

25

議

会

本

会

議

で

各

党

代

表

質

問

が

あ

り

ま

し

た

。

主

な

質

問

と

答

弁

の

特

徴

を

紹
介
し
ま
す
。

●

共

産

党

議

員

の

質

問

＝

以

前

は

所

長

で

あ

る

医

師

が

各

区

の

医

療

機

関

等

と

連

携

を

は

か

っ

て

き

た

。

保

健

所

を

各

区

に

戻

せ

。

○

市

長

ら

の

答

弁

＝

市

全

体

で

統

一

し

た

対

応

が

で

き
る
。

●
来
年
度
予
算
に
お
い
て
、

コ

ロ

ナ

対

策

が

弱

い

。

市

民

に

財

政

危

機

を

あ

お

る

な
。

○

厳

し

い

財

政

状

況

が

続

い

て

い

る

。

本

市

の

独

自

施

策

に

つ

い

て

は

見

直

し

が
必
要
。

●
医
療
機
関
へ
の
支
援
を
。

○

可

能

な

限

り

支

援

し

て

い
る
。

●

地

球

温

暖

化

防

止

対

策

の
強
化
を
。

○

再

生

可

能

エ

ネ

ル

ギ

ー

へ
の
転
換
を
図
っ
て
い
く
。

●
原
発
ゼ
ロ
を
。

○

で

き

る

限

り

早

期

の

全

廃

に

向

け

て

エ

ネ

ル

ギ

ー

政

策

の

転

換

を

求

め

て

い

る
。

●

住

宅

宿

泊

事

業

進

出

に

際

し

、

近

隣

住

民

の

同

意

を
義
務
付
け
る
べ
き
。

○

法

律

の

範

囲

を

超

え

る

規

制

は

で

き

な

い

（

何

の

為

の

自

治

体

か

＝

井

上

!?

議
員
の
感
想
）

●

中

小

零

細

企

業

・

業

者

へ
の
直
接
的
支
援
強
化
を
。

〇

融

資

枠

拡

大

な

ど

資

金

繰
り
支
援
。
国
に
も
要
望
。

●
非
正
規
労
働
者
支
援
を
。

〇

国

の

制

度

等

の

周

知

に

努
め
て
い
る
。

●

給

食

の

地

産

地

消

推

進

一

方

、

共

産

党

以

外

の

各

党

は

、
「

財

政

危

機

」

を

前

提

と

し

た

う

え

で

、

「

危

機

の

現

状

説

明

を

」

「

不

退

転

の

決

意

で

『

改

革

』

促

進

を

」

等

と

の

立

場

か

ら

の

質

問

が

ほ

と

ん

ど

で

し

た

（
「

改

革

」

と

は

も

ち

ろ

ん

、

市

民

に

と

っ
て
は
改
悪
の
こ
と
）
。

●

質

問

＝

市

営

住

宅

の

今

後
は
？

〇

市

長

＝

部

屋

数

を

減

ら

し
、
家
賃
減
免
も
見
直
す
。

●

油

小

路

通

リ

の

渋

滞

対

策
は
ど
う
か
。

〇

地

下

バ

イ

パ

ス

ト

ン

ネ

を
。
中
学
校
で
も
給
食
を
。

〇

府

内

産

米

の

使

用

に

努

め

て

い

る

。

中

学

校

は

自

由

選

択

制

と

し

て

い

る

。

ル
実
現
を
国
に
要
望
。

●

敬

老

乗

車

証

見

直

し

は

市

民

の

理

解

が

得

ら

れ

る

よ
う
に
。

〇

平

均

寿

命

の

延

び

を

考

慮

し

て

早

期

に

見

直

す

。

市

長

が

、

今

後

５

年

間

の

市

の

「

基

本

計

画

」

案

を

提

案

、

２

月

日

の

市

26

議

会

特

別

委

員

会

で

、

井

上
議
員
が
質
問
し
ま
し
た
。

「

地

方

自

治

は

憲

法

で

謳

わ

れ

て

い

る

。

憲

法

の

基

本

で

あ

る

主

権

在

民

、

戦

最
近
の

相
談
か
ら

◎

小

口

の

資

金

の

融

資

を

お
願
い
し
た
い
。

◎
相
続
税
に
つ
い
て
。

◎

家

を

売

っ

た

時

の

税

金

に
つ
い
て
。

◎

下

水

管

の

漏

水

に

つ

い

て
。

◎

身

体

障

害

者

手

帳

の

申

請
に
つ
い
て
。

◎
親
子
関
係
。

◎

隣

に

マ

ン

シ

ョ

ン

建

設

計

画

。

説

明

会

開

催

を

。

争
放
棄
、
基
本
的
人
権
等
、

ま

た

そ

の

前

提

と

し

て

憲

法
自
体
を
市
政
に
生
か
す
、

と

の

姿

勢

を

打

ち

出

す

べ

き

」
。

市

の

部

長

は

「

書

い

て

は

い

な

い

が

そ

う

い

う

趣

旨

だ

」

と

あ

い

ま

い

な
答
弁
で
し
た
。

こんにちは、

日本共産党井上けんじです

日本共産党南地区委員会5 371-9164 自宅5 (F 兼)691-3323 （携帯） 090-7880-9442

日本共産党京都市会議員団 5２２２－３７２８ FAX ２１１－２１３０

市会議員団ホームページ http://cpgkyoto.jp/ E-mail info@cpgkyoto.jp ２０２１年３月７日

予算要求学習懇談会

２月２６日、「南区府市会予算要求

学習懇談会」が開かれ、井上議員から、

市政と市議会について、「市長だけで

なく与党も『財政危機、改革』を煽っ

ているのが特徴」等と報告させて頂き

ました。参加者からは、「アスベスト

裁判で勝利」「生存権裁判も大阪で勝

った」等の嬉しい発言が相次ぎました。

市
長
の
「
財
政
危
機
、
改
革
」
路
線
に
対
し
、
共
産
党
と
他
党
と
の
違
い
ク
ッ
キ
リ

コ
ロ
ナ
対
策
強
化
や
事
業
者
支
援
を
要
求

与
党
は
、
「
改
革
」
推
進
を
と
市
長
に
ハ
ッ
パ

労働組合の皆さんか

らご意見を聴く
２月２８日、「きょうとユニオ

ン」の皆さんと懇談の機会があ

り、身近な要求実現から政治の

話まで、いろいろな話をお聴き

しました。共産党の活動や政策

についてのご注文や御意見も頂

きました。有難うございました。

「
財
政
危
機
」
の
大
合
唱
、
市
長
応
援
質
問

＝
与
党
会
派
質
問
の
特
徴
＝

憲
法
を
く
ら
し
に
生
か
す
市
政
を


